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はじめに

大学教育を取り巻く環境は 1991年の設置基準の見直し(以下，大綱化)以降大きく変化し

てきている.

とりわけ大学教員を取り巻く環境という点では研究評価と同様の観点で教育評価も問題にさ

れるようになってきた.

教育評価については，自己点検・自己評価とのかかわりで授業改善を実施していくことが必

要になってきた.そのひとつの手段として「学生による授業評価jを実施し授業改善に取り組

むことが重要になってきている.

「学生による授業評価jについては，大綱化以降大学基準協会の「大学評価j項目のひとつ

にあげられているが，大学教育の現場には積極的に取り入れられているととはいいがたい現状

である.その理由のひとつに学生が授業を客観的に評価できるのかどうか疑問であるという意

見がある.たしかに授業の出席率等の個人差を判断して授業評価結果をみることは困難であ

る. しかしながら学生の能力育成のひとつとして，授業を評価させることも大学の授業に課せ

られた課題であるということができる.

そして何よりも授業の担当教員が授業改善に役立てる資料となることが第一義的なことであ

るという前提に立てば， r学生による授業評価アンケート jは有効な基礎資料となる.
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目 的

このような状悦の中で，� 2003年度文学部では毒事校教員の希望者� (48名)を募って

よる授業評俄アンケート� J(資料一訟を実施した.そのt:tで「体育講義(健康・スポ…ツ科学)J 

2名の扱き弱者のアンケート結果を各々が議 を行い，さらにその自己評価鎮祭を拐互に評

価するという方法で検訴し，よりよい授業改善につながる資料とすることを目的にした.

手続き

きとしては，この鍔題に関して先駆的に取り組んでいる研究グル…ブ(代表奈長雅之)

が実施じといる「相互評価jの方法会参考にした.

今回の方法は，まず前期設業最終週に実施した� f授業評価アンケ…トj結果について各項呂

ごとに数億(変数分布)を中心にした自己評価を行い，岳虫記述については，<長かった点>，

<不満，改善点>という粋絡みで整理し，爽数の多かった5議躍を中心に白日許髄をした.

次にこれらの自己評髄結果をお互いに「相互評価jする作業を行った. (羽， Wのフォ…ム

による)

さらに「栂]f評傾J結果を授業設当者に護して，再度総合的な� f事後許{面jを行った. (N， 

漉のフォ…ムによる)

<灘まま票について>

この「学生による捜業評価jアンケートは，文学部授業評価委員会が作成したものであり，� 

16項目の設需で構成されている.その内容は，学生自身の援業への限り級み震に事毒する投聞

は項目)，教員の護業の進め方や資料の内容に興する設問� (4壌銭入授業の成果に関する設

問� (3項自)，全体的な満足度(I項目)マある，さらにこの他に，自由記述欄を設け上記設

問には反瑛されにくい感想、や意晃を拾いあげている.

結果と考察

きにそって� 1A (クラス)のアンケート結果， II A (クラス)の自己評価， m棺

]f評価 (B →� A)，N A (クラス)の事議評髄， V B (クラス}のアンケート結果， VI B (クラ

ス〉の自己評飾，� W相互評価� (A →� B)，溜� B(クラス)の事後評額を行った.



2004 「自己点検・自己評価」に関する研究(森，布関)� 63 

1 A (クラス)のアンケ…ト結果

調資対象は，月曜の� 1:1f:次(縛履修を含む) 3クラス，� 274名である.

デ}デーOi題数:間� l
間

1 1 

21 
31 
41 

雪十� 

157 
91 

20 
5 

回答幸喜楽

;総計  274 

間2 あなたはこの授業の予潔・復習等，必要な準備をしましたか.

データーの偶数:悶� 21 
間� 2 計
 

1 1 

21 31 

31 
4 I 149 

2 
j総言t 274 

11 岡容内容

1111充実した.� 

3 121まあまあした.� 

131あまりしなかった� 

約性出くしなかった� 

間3 あなたはこの授数の内容なよく理解できましたか.

データーの個数;問3

問3 針� 
1 31 
2 154 
3 69 
4 19 

l 

総 計� 2741 

回答内容� 

l大変よく理解できた� 

2まあまあ理解できた� 

13あまり灘解できなかった� 

4 会く惣算事できなかった

*複数回君事のため入力不可

米問答� 

趨
盟
諸

3

4
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問4 あなた自身マこの授業の取り組みについて自己採点すると.

データーのf間数:問4 i 

間4 費十� 

1 • 21 
2 156 
3 81 
4 15 

1 
総 計� 274 

凶答内容

1 たいへんよい� 

2 まあまあよい� 
3あまりよくない� 
4会くよくない� 
事複数随答のため入力不可� 

一退去凶答

回答結果� 
4 

1

2

3

4

麟

随

口

臨

圃

�

 

間5 この授襲撃は講義婆演iこぞって遂行していましたか.

問答内容� 
1iほとんどそっていた� 
2!だいたいそっていた� 

3iあまりそっていなかった
針金くそっていなかった

事i複数回答のため入力不可� 
f米回答� 

* 総 百十

阪i袋:絞主義� 
4. 

，“今、

鞠

醤

訂

関

崎

E
A

のe

.
M
8
-
-

間6 この授業は理解が深まるよう主夫されていましたか.

データーの俄数:r..，6 

問6
 議十� 

i m 
2 160 

3 52 
4 11 

1 

総 蓄す� 274 

|自答内容
1たいへんよく工夫されていた� 

2 まあまあ工夫されていた� 
3あま号工夫されていなかった� 
4全く工夫されていなかった� 

象複数回答のため入力不可� 

一米包答

間� 7 この授業の綴始舎終了時鴻は守られていましたか.

デーヂーの鏑数:勝?

関� 7
 議?� 

1 153 
2 99 

3 16 
4 5 

1 11一 未回答
総 言十� 274 

問答内容
1毎回時間通り守られていた� 
2だいたい時間通り守られていた� 
3あまり時献重力守られていなかった� 

4全く時間i重り守られていなかった� 
*複数回答のため入力不可 

障壁� 1.2 
5ぬ!口� 3

|闘 41

里-
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問8 この授業のテキスト・両日付資料は役に立ちましたか.

回答内容|データーの似数:問8

間8 言十� 

1 18 
2 137 
3 87 
4 28 

4 
総 計� 274 

1たいへん役に立った� 

2 まあまあ役に立った� 

に立たなかった� i 
4全く役に立たなかった� 

*複数回答のため入力不可 

米自答

1

2

3

4
・一

関

田

司

関

盟

間� 9 教室議の授業への取りま立みは熱心でしたか.

ヂータ…(7)j翼数:関き

開設 言十� 

1 174 
2 93 
3 6 

1 

i総 誇十� 274 

回答内容

1たいへん熱心
 
2 まあまあ熱心
 
3あまり熱心ではない
 
4全く熱心ではない
 川富� 11

釘 U牢複数回答のため入力不可

一未回答

1 日ヨ引� 
64%山主主j-13 … 

間10 教闘の話しji!土問きやすかったですか.

邸宅事結果図答内容11 101デーデーの繍数:悶� 

関10 計� 1111たいへん聞きやすかった
 
1 I 771121まあまあ聞きやすかった
 
21 115131あまり開きやすくなかった
 

4 

圏

量

己

露

軍

31 64 I141全く聞きにくかった� 

41 1711*1複数包容のため入力不可� 
111-1ム[民


274 


'
i

今

命

令 
d

S

9

一

総計�  

間11 学生からの質問や疑問への対応、は適切でしたか.

デ…ターの偶数;附11

i問11 詰十� 

1 64 
2 163 
3 32 
4 12 

3 
総: 言十� 274 

邸宅事総泉回答内容� 
Iたいへん適切� 

2 まあまあ適切� 
3あまり適切で、はなかった� 

4全く不適切� 

キ複数回答のため入力不可� 

一未回答

泊

唯

一

圏

闇

口

圏

・

qJV

1

1

9
ゐ 
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間12 緩著書，� OHP，パソコン泌総などはわかりやすかったですか，� 

21 l1rpデータ}の綴数:i
回答結果� 
4跨� 12

:総計

間13 この授業に興味合持ちましたか.

デ}ターの億数:際13I……一一鶴

間13 計� 

1 紛1

21 120 

31 74 

4| 潟

| 総計 | 幻4 3 
27% 

問14 この授業で新しい知識・技能の修得，新しい縦験ができましたか.

回答結果� 

データ� の1頭数:関141F 11
 問答内容� i 回答結果

関14 針� 1111十分にできた� 

11 471121まあまあできた� 

21 160 11Mあまりマゑなかった� 

31 441141会くできなかった� 

41 2211*1複数回答のため入力不可
関
量
口
鶴
盤
情

-
&
9
h
M

つ

せ

d

d総計�  

際15 この授業はあなたの将来の重量務を考えるのに役立ちましたか.

11
 畷袋内容デ}ヂーの線数:街路� 

針� 1111たいへん役に立った� 

14 1121まあまあ役に立った� 

間15
1 1 
2 
3 
4 

総 書十

1

2

3

4

一

翠

漉

己

璽

量 

3 
44% 
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間16 全体としての満足肢は.� 

iデータ}の個数:問161

間16 百十� 

25 

69 
24 
1 

3 
25% 

155 

総 言?� 274 I 

1
2
3
4
一

E A (クラス) の自日評価� 

1.数値データ(度数分布)から

間， .出席率

原別� 2欠までを評飯の対象に寸るといっているので91%の出席惑は，当然の結条"C'i:lうる.

欠席した際には理阪の如何にかかわらず体育共同研究家での補習を認め，授業実施後� 2灘間後のレ

ポート提出を認めている剥

間� 2.予習・復習

予習・復習については55%が� f委主くしなかったjと題答しているので，事前に渡しているシラパス

;こぞって，授業 1遺言iHこ兵体的な議議を上らしておくなどの工夫が必要である.

罪悪� 3.授業内容の理解度� 

1と2が68%でまずまずの給楽であると評僚できるが， 3 rあまり理解できなかっ 学生が69 

名� (25%) もいる点を考慮し，次年度は工夫が必要，

間� 4.授業の取り組みについての衡とう採点

学生自身の自己採点は合格点にi議しているようであるが，� 3rあまりよくないjが30%いるのでこ

のモチペーションをあげる工夫が必要警.

問� 5.講義要項にそっていたか

授業の予定についてはシラパスどおりマあったので. 9名� (3%)の学生の認識がずれている‘

問� 6.理解が深まるようヱ5たされていたか� 

lと2が77%で「工夫さ るjといえるが，� 20%の否定的な3意見もでているので

自由記述項目を参考にしたい，

間� 7.原始・終了時間は守られていたか� 

lと2で92%の評俄である. (関始時間は 100%定刻始札)3.4については，シ詩 トレボ…トさと

書く時間が足りない学生からの意見と考えられる.

間� 8.テキスト� .ff付資料iま殺に立ったか� 

57%の学生には役立つたが，� 42%の学主主には役立っていないという評錨なので，配付資料そのもの

の克直しが必要.

間� 9.教員の授業への取り組みは熱心だったか� 

98%の学生が熱心であると評備している.全力投球しているので当然の結楽であるが熱会いれすぎ

ていることに異論を唱えている学生が2% (6~) いたと考えられる. 
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間10.教員の話し方i手間きやすかったか� 

71%は「聞きやすかったJと評価しているが299らも「聞きやサくないJという結果なので自由記

述説明がはやすぎるjに留意すべきである.

間11.質問や援問への対応t;.l:適切だったか 

83%がi歯切としているので大きな問遡はないが，� 16%については肉自記述空撃を参考にして改善して

いきたい.

間12 OHP・パソコン嗣蘭はわかりやすかったか� 掴

67%は「わかりやすかったJと評価しているが，こと� については段闘記述滋闘のワースト

21立であるので改善の必要がある.

問� 13. この鰻重量に興味を持ったか

約的%の学生が興味告と持てたにも関わらず，� 113名� (41%)の学伎が f爽味を持てなかった.Jと

解答している.� 

13回の授業内容を次年度に向けて湾検討したい.

たとえば1回ごとに完結しているテーマ告と� 2，3阪のシリ…ズ

間14.知識・技能の習祷‘新しい体験がで1!たか� 

fあたらしい知識の轡得ができた.Jと76%の学生が務徹しているが，照時の� f爽誌をが持てなかっ

たj学生とどのようにクロスしているかというデ…タがほしい.

間15.将来の滋絡を考えるのに設に立ったか

スポーツ社会学会ペースにテーマをと設定しているこの授要誌では滋然の紋:祭マあるが，この教科EHま

多様な領域(政治，経済や教育空事}との潟係を緩解する事務1段緩の役若手jを綴っているので，今後さら

なる改善が豆、婆.

煎� 16.全体としての満足度

授業会体の委主聖書気や策総方法iこますして約?昔話の学生が満足していると考える.

湾13の� f興味を持つj視点からは，各践のテ…マ設緩や問懇縫起き事をさらに工夫していく必要があ

る.� 

2. ElEIl記述のおもなもの )内iま災数，

く良かった点> く不満，改事長夜、>

1. ピデオ教材等工夫されていた.� (31) 1.潔持率しづらかった (24) 

2.てても授業に熱心であった‘� (16) 2.級事撃がみづらかった は0) 

3.視野をひろげるのに役まった り2) 3.興味がわかなかった� (4) 

3.楽しくかつわかりやすかった り2) 3‘必修の慾集長が緩解できなかった� (4) 

5‘毎凶のショートレポートが� 3.空転倒のシ器…トレボ…トを誉く時間が

よかった� (4) もっとほしかった� (4)

その他:2，3件ではあるが誹議・中昔話のたぐいの窓凡が幾かれているものがあるが，授業改善には

ほとんど役立たなかった.� 

3.数値データ(度数分布)と自由記述からの感想(全体)

全体として好意的に評価されているといえる.

しかしながら数億データに現れない内容が自由記述には望書かれているので，問8，問� 13，問� 15につ

いてはここでの具体的な指摘を参考に，次長ド躍をすぐに改事撃できるものについては改穫に取り組みたい.
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m 相1.[評{磁� (B→� A)

相五評価(怠→A) 

1. El己点検・評倣内容の特徴 

a 評{蕊項尽の全体4こ渡り，詳綴に自己点検がなされている.

・こうした8己点検を受け，いくつかの改善案が兵体的iこ後2ぶされて1>り，務f滋3健機後(j)アフタ

ケアとして誇綴できる.

忌以上のことから，本言李鍾が授業改警において有効に資するであろうことが緩解できる.� 

‘また，各項鼠鶴のクロス集計の必要性についても言言及されており，今後さらに鋒織かっ信頼度の

高い分析がなされるであろうことが期待できる.� 

2.優れている点

，学生の� f出庸E宇治ミヨド常に高く� J，かっ� f欠席者に対して補講金行う� jシステム会警察えていること.� 

.rシラパス通りjに授業進行していること.� 

.rピデオ教材j等を活用し「わかりやすいj授業を行っていること.

・教員が「熱心であるjと評価されていること.

・スポーツ社会学をベースに「新しい知識の習得ができるよう� JにIうたしていること.� 

3.今後期待される点

-出席準は高いが， r授業への取り組みが芳しくない学生Jの処遇.

-ショートレポートは学生から一定の評価を得ていると考えられるが， rシ羽…トレポート作成の

為の適切な時間を確保」する努力.

・一部の学生からは，� r話し方jや「板書jに関する不満もあることから，このことに関するさら

なる工夫.


イ役立つJ観点からの配布資料の見直し
E

-必修科目なので仕方ない面もあるが，より f興味令持てるj ること.� 

4.防護

学生からの評鎚は良好であると患いました.ただ，少数ながら一部の写生iまf興味を持てなかっ

たjと溜答していますので，授業内容に詩書するリニューアル治竺必要かもしれません，

シラパスを拝見しているとスポーツ社会学系の授業内容が多いようで?ので，健霊祭学系毒事の他領

域のテーマも取り入れた方が良いように惑じました，� 

5‘その他

終にありません.
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N 挙後評{酪� (Aクラス)� 

(Aクラス〉� 

1. r3c点検・評鍾内容の特徴についてのこ1メント� 

f学生による授業妻子儲J，え授業改革警に役立てるということが第一豪華であると考えているので，次

若手皮の授業改善に生かすという筏点、で評織を行った.


数値データと自由記述の両方のデ…タを務効に利用していきたい.
 

2.優れている点についてのコメント

相Ii.評価で指摘された「学生のI:I:lIi智漆jについては，平常点評価(課題レボ…ト会合む)をして

いることによる結果だと考えている.

欠席した擦の補習については，対象者の6割程度が事後にレボ}トを綾織しているが今後，さら

に練習に取り組みやすい体総づくりが必重要である.� 

fシラパスjどおりの授業遂行や� fビデオ教材の有効利用jな，1;:'，ま，授業効薬をあげるために必

要警な要素であると惑じている.


授業の雰鴎気づくりは，まず教員がつくるものという点で� f教員の熱滋jは愛重要である.
 

3.今後期待される点についてのこ1メント

「授業への取り組みを積極的にJ，r役5Lつ観点からの資料の見直しJ，r話し方Jや「板書の工夫J
等についてはご指摘のとおりである.

自己評価の擦にいくつかの項段で述べたように次年度に改善できる点については，シラパスに反

撃是させたい，� 

4.紡ぎについてのコメント� 

f興味をもてない学生jのみならず授業効薬をあげるという観点、からは，授業内容の検討は逐次

行う必要があると考えている舗
 

f健康学分野」等他領域のテ}マ愛媛業に取り入れることなどを検討したい.
 

5.その他に対するコメント

なし.
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V B (クラス)のアンケ…ト結果

調まを対象iまfl綴a.金総日の� l年次(縛履修者を含む)� 4クラス.358名である.

間� 1 滋罪書 家�  

4. 3.4% 

1.長さてお燃した 1告。� 44.7 

2. 1 -2跨欠席した� 143 39.9 

3. 3-4 した� 43 12.0 

4. 5鴎以上欠席した� 12 3.4 

よ凶ゐ 書十 お8 100.0 

1. 44.7% 

問� 2 予轡・後望号

1. 0.8% 
度 数 パーセント|� 

1.充分した 3 0.8 

2. まあまあした� 41 11.5 

3.あまりしなかった� 132 36.9 

4. ~くしなかった 182 50.8 

ぷロ為 言十� 358 100.0 

間3 授多量肉筆撃の理解度

度 数 パ←セント� 

1.たいへんよく緩解できた 

2令まあまあ潔解できた� 

3.あまり現解できなかった� 

4. ~く現解できなかった 

61 

262 

30 

5 

17.0 

73.2 

8.4 

1.4 

b悶� . 首十� 358 100.0 

4. 1.4% 
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間4 授業の絞り緩みについての自己採点

4. 3.1%
度 数 パーセント

1.たいへんよい 35 9.8 

2. まあまあよい� 244 68.2 

3噂あまりよくない� 68 19.0 

4.ざたくよくない� 11 3.1 

t日為 議f 358 100.0 

J

M

M

4 ‘ 0.6号も� 
度

5 i講義襲撃さ議 こぞっていたか喜男� 

米問答�  

郎1.ほとんどそっていた 

2.だいたいぞっていた� 134 37.4 

3. 1.6あまりそっていなかった� 7 

4w 2まなくそっていなかった

幹↓

合計�  358 1飢� O

間8 理解が深まるよう工夫されていたか

4. 2.0% 
度 数 パーセント

したいへんよく工夫されていた� 

2. まあまあ工夫されていた� 

3.あまり工炎されていなかった� 

4.会く工夫されていなかった� 

97 

222 

32 

7 

27.1 

62摘。� 

8.9 

2.0 

点凶為 言十� 358 1∞.0 

間7 開始・終了時間は守られていたか

度 数 パーセント� 

1. t彰劉防総i滋り守られていた� 

2.だいたい終路通り守られていた� 

3. あま号待鶴滋号守られていなかった� 

4. 会く華寺総滋号~られていなかった 

152 

182 

22 

2 

42.5 

50.8 

6.1 

O.呑

式"込z 言十� 358 100.0 

4. 0.6% 
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間s テキスト・配村資料i立役iこ立%ましたか

したいへん役に立った� 

2.まあまあ役に立った� 

3.あまち役に立たなかった� 

4. ~<役に立たなかった

合計

4. 3.4% 

間9 教員の授業への取り殺lみは熱心だったか

したいへん役に立った� 

2.まあまあ役に立った� 

3.あまり役lこ立たなかった� 

4.全く役に立たなかった� 

fr 首十� 

療 数

177 


164 


16 


l 

358 


問10 教員の話し方は聞きやすかったか

したいへん関きやすかった� 

2.まあまあ開きやすかった� 

3.あまり聞きやすくなかった� 

4.全く開きにくかった� 

A日、 音t 

4. 03%，� 

パ…売さント

49.4 


45.8 


45
，� 

。.3
 
1000
，� 

4. 2.2% 

パー勺ント選定 数

37.7 


173 


135 


48.3 


42 
 117 


8 2.2 


3ら8 100.0 


間11 質問や疑問への対応は波紋!でしたか

品� 1.7 

65 18‘2 

240 67.0 

43 12.0 

4 1.1 

未留学事

したいへん適切� 

2.まあまあ適切� 

3.あまり適切でなかった� 

4.全く不適切� 

ぷ仁為3 
 言十� 
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間12 板書・� OHP'パソコンの醤阪はわかりやすかったか

4. 2.2% 
度 数|パーセント� 

未回答�  25 7.0 

101 28.21‘たいへんわかりやすかった� 

2. まあまあわかりやすかった� 170 47.5 

3.あまりわかりやすくなかった� 54 15.1 

8 2.24週金くわからなかった� 

i口� 言十� 358 100.0 >.. 

間13 この授業iこ興味合符らましたか

度 数 パーセント� 

したいへん興味を持った� 

2. まあまあ興味をと持った� 

3‘あまり興味を持たなかった� 

4.念く興味を持たなかった� 

37 

206 

83 

32 

10.3 

57.5 

23.2 

8.9 

t口h 言十� 358 1∞O 

4. 8.9% 

間14 新しい知識・技能の修得，新しい体験ができたか

4. 3.6% 
選定 数 パーセント� 

未回答�  1 0.3 

1.十分できた 93 26.0 

2. まあまあできた� 189 52.8 

3.あまりできなかった� 62 17.3 

4.全くできなかった� 13 3.6 

ぷ乞込3 言?� 358 1∞.0 

関15 将来の進路を考えるのに役立つたか

度 数 パーセント� 

したいへん役立った� 22 6.1 

2. まあまあf支立った� 119 33.2 

3‘あまり役立たなかった� 157 43虐事� 

4.金く役立たなかった� 60 16.8 

-g. 言? お8 1徴。

4. 16.8% 1. 6.1% 
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問16 全体としての満足度
4. 3.9% 1. 15.4% 

度 数 パーセント� 

1.たいへん満足 55 15.4 

2. まあまあ満足� 243 67.9 

3.あまり満足できない� 46 12.8 

4.全く満足できない� 14 3.9 

ム口 計� 358 100.0 

VI B (クラス)自己評価

1.アンケート結果(度数分布)について

問1.出席率について� 

I回も欠席しなかった学生は45%. 1-2回欠席は40%. 3回以上欠席した者は� 15%に過ぎない.

したがって，概ね良好な結果と言えよう.本授業の評価方法は，毎授業ごとの小レポート� 60%.期

末評価40%である.この評価方法については，講義要項に記載し，かっ初回の授業において口頭でも

説明している.授業に出席し小レポートを提出することが，評価の中で多くのウエイトを占めること

から，このような結果になったと推察される.

遅刻については，今回の授業評価では調査をしていないが時限目の授業において他の時限に比

べ若干多い傾向にある，と感じる.この点について，今後より厳しい指導をすべき必要を感じている.

問� 2.予習・復習について

全くしなかった者が51%であり，今後何らかの工夫地主必要となりそうだ.宿題(予習)としてのレ

ポートは，半期の授業期間中に� I回しか課していないため，もう少し回数を増やしたい.

問3.授業内容の理解度について

肯定的回答� (rたいへんよく理解できたJ. rまあまあ理解できたJ)が90%であり，概ね良好な結果

と言える.視聴覚教材� (VTR)の提示，資料(紙)の配布等をほぼ毎回行っているが，今後さらにパ

ソコン画面(プレゼンテーション・ソフト)を活用する等の工夫を行いたい.

また，自由記述欄に「専門用語(外来語)について，その意味をきちんと教えて欲しいJ(l件)と

の意見があったので，できるだけ詳しく説明する努力をしたい.

問4.授業の取り組みについての自己採点.について

肯定的回答� (rたいへんよいJ. rまあまあ。J)は78%.一方，否定的回答� (rあまりよくないJ. r全
くクJ) は22%.毎回提出してもらっている小レポートに対して個別の返信をするなどして，学生の

「やる気jを高める努力をしたいが，履修人数が多いためなかなか実現できないのが現状である.個

別返信のかわりに，別紙添付のような資料(資李ト2)を作成し，学生同士で刺激しあう工夫をしてい

るが，さらに工夫を行いたい.

問� 5.講義要項にそっていたか，について

講義要項に記載した「授業計画j通りに授業を進めた.しかし.rあまりそっていなかったJ. r全
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くりと解答した者がごく少数ながら存在する (2%). これは，教員の努力や工夫とは別次元の範囲

の問題であると考える.

問 6.理解が深まるよう工夫されていたか，について

肯定的回答 (rたいへんよく工夫されていたJ，1まあまあ。J)は89%. 一方，否定的回答 (1あま

り工夫されていなかったJ，r全く。J)は 11%.自由記述欄を見ると，視聴覚教材 (VTR)及び配布

資料(紙)が好評であった.

問 7.開始・終了時聞は守られていたか，について

否定的回答 (rあまり守られていなしづ， 1全く。 J)が7%であった.開始時間の遅れは資料配布の

手間どりに，終了時間の遅れは小レポートの記入時間が十分に確保されていないことに，その理由が

あると考えられる.特に，終了時間については，小レポートの記入時間を十分に確保するように改善

したい.

間 8.テキス卜・配布資料は役に立ったか，について

本授業ではテキストを使用していない.したがって，本設問に対する回答は，配布資料についての

ものであると考えられる. 1あまり役立たない」との回答が 10%だった.

配布資料について，自由記述欄では「わかりやすかったJ (8件)との評価を得ているが，さらに

工夫が必要と思われる.特に期末評価との関連で有用な資料づくりを心掛ける必要があるかも知れな

し当

間 9.教員の授業への取り組みは熱心だったか唱について

肯定的回答 (1たいへん熱心J，rまあまあ。 J)が95%であり，良好と言える.自由記述欄に「遅刻

者や携帯電話(メール)使用者に対する注意が厳しすぎる J (8件)との意見も散見されることから，

注意の仕方には気をつけたい.

間 10.教員の話し方は聞きやすかったか司について

肯定的回答 (1たいへん聞きやすかったJ，rまあまあ。 J)が86%であり，概ね良好と言える.自由

記述欄では， r聞き取りやすいJ (3件)という記述がある一方で「聞き取りにくいJ (3件)という

意見もあり，中央値がつかみづらい.本人は， NHKラジオのアナウンサーの話し方を参考にしている

(授業日には必ず出勤中にカーラジオで NHKを視聴).声の大きさ，テンポ，リズムとともに， 1語尾

まではっきり発音する」ように改善したい.

問 11.質問や疑問への対応は適切だったか，について

「あまり適切でない」が 12%であり，やや気にかかる.授業中に質問された記憶がないので， r質問を

する『機会がない』こと」に対する不満かもしれない.授業時間内にこうした機会を設けるように改

善したい.

間 12.板書・ OHP・パソコン画面はわかりやすかったか司について 

uHPとパソコンは使用していない.板書は，配布資料を補足する時にごくたまに行う.したがって

回答は，板書に関してのものと恩われる.否定的回答 (rあまりわかりやすくないJ，r全くわからな

かったJ)が 17%で，やや高率であることから，改善したい.

間 13. この授業に興味を持ちましたか司について

否定的回答 (rあまり興味を持たなかったJ，1全く。 J)が32%であり，やや高率である.自由記述

欄に「授業自体は悪くないが，スポーツ問題にはあまり興味がわかなかったJ(l件)， 1必修である

必要がないJ (2件)などの意見が見られた.文学部の専門領域をできる限り加味して授業内容を組

んでいるが，今後はさらに「教育学分野」ゃ「健康学分野」をより多く加えていくよう改善したい.

問 14.新しい知識・技能の獲得，新しい体験ができたか，について

講義内容のほとんどは高校までの教育課程にないものであるが，否定的回答 (1あまりできなかっ



2ω4 作自己点後ー鴎tミ簿価jに関する研究(森，布日)� 77 

f全くク� J) を示した者が21%であった.長主新の時事問題を取りヒげるなどの改穫をしたい.

鱒15.将来の進路を考えるのに役蕊ったか宅について

会設問や，最も悪い評鑓となった"谷定的@]答� (fあまり役立たないJ. r委主くタ� J)が62きちである.

多くの文学:吉区生にとって，スポーツ科学はま主総とi直結するものでないので，やむを得ない，

鴻� 16.会体としての溝足度について

肯定的凶答げたいへん満足J，rまあまあり)83%であり，概ね良女子とさぎえる.� 

2.自a3記述について

良かった点二 ( )内は実数

<授業内容に関するもの>

・今まで知らなかった，新しい知9るを得た� (26) 

・スポーツを様々な視点から多磁的に燦鮮できるようになった は8) 

fグループデイスカッシ詩ン� jの紛が� Eえかった� (13) 

f母島磁から読み解くスポーツ湾総jの僚が良かった� (10) 

・スポーツに対する興味が深まった� (9 ) 

く教授法に隠するもの>

-視聴覚教材(円加を利用したことが授業の理解に役立った (46) 

・配布資料が分かりやすかった� (8 ) 

-話が開き取りやすかった (3 ) 

治改害警点，不満=

<授業内容に演するもの>

-授業内容として取り上げる事例会精選して欲しい (5 ) 

fグループデイスカッシ君ンjが襲撃しい� (4 ) 

・教脊分妻子，健康分妻子に関するものを絞り上げて欲しい� (3 ) 

<教授法に関するもの>

-学生に対する口頭注窓が厳し滋ぎる (8 ) 

・小レポートを書く時間がJE.りない� (5) 

・説明を簡潔にして欲しい は)

‘話が聞き取りにくい� (3 ) 

-小レポートに対する返信が欲しい (2 ) 

く教室主震境，開設持娘，履修区分に関するもの>

・モニタ}が小さいため.VTRの映像がJil.づらい� (31) 

・緩修者数に対して教きさの綴撲が小さい� (4) 

-開設草寺綬;こ不満がある (4) 

-必修の必要性を惑じない は)� 

3.ゴ主体的な感想、

評価は概ね良好であると替えよう.

教授j去に関する不満や，教護環境に関する不満等，短期間で改善可能なものに関しては，早急に対

処したいと考える.また，授業内平等に関しては，好評なものについては縦続い不評なものについて

は部分的にリニューアル会行いたいと海える.
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W 相1正評f酪� (Aクラス…φBクラス)� 

1. 13c打点検・� 5平綴内容の特徴

ひとつひとつの設問に対して詳綴な説明がなされていて，どのような取り組みそレているのかがわ

かりヤ寸かった.

今回の点俊市長事{泌総3裂を受けた具体約な改善案も提示されている.� 

2.後れているぷ

学伎の出席獲が潟く，� 1愛媛内容の遼解度がきわめて良好であること.

資料を配付していること.


話し方の工夫(ラジオ放送を参考にする)ミ撃について日常気をつかっていること.


学伎の授業に対する念体的な詳{泌が高いこと.
 

3.今後期待怒れ;;"r!'X

現夜の授業形態'a:-おおきく変える必要はないと思われる.

関m記述に指摘のあった専門用語の説明，毎回の小レポートへの個別返信の問題と小レポ…トのた

めの時間の篠係書事が次年度の具体的な課題といえる.

進路に役立つ授業内務という点では，� r教育学分野Jや「健康学分野Jの導入が期待谷れる.� 

4.助� 

3の今後期待怒れるAr:指摘した個別送信へのアドバイスとして，� 3，4問問じレボ…ト用紙会使用

することを検討してはどうでしょうか. (例:文学部のレポート用紙会 4回授業で使用.前闘の学生の

意見にコメントを響いて渡すことができる.) 

5.その他

草寺Lこなし.
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Y事事後詳錨�  (B→ A)

森，布凶)L，こ演する研究Jじ長手{あ-ω自己点検f 

し自己点検・評領内容の特徴

この種の学生詳儀については，妻子fd6実施後に教員会王学生からの評儀を葵祭iこ受け止め，授業改善に

役立てていく努力が必要であると感じる‘学金野純を単なる診断的な評価に終わらせることなく，良

い授業づくりの為の形成的な評価として漁期したい.そのために，まず� f具体的な改を響楽jを実絡し

ていきたい.� 

2.後れている点

「出席療が高い」のは，総合終f拠こしめる王子常点、のウェイトを� 60%に設定していることによるもの

と添われる.� 

f資料作成jについては，テキスト していないので，教員の為すべき当然の努カと J考えてい

るゐ

しJiJについては，まだまだ工炎改務する必要があると惑とている.

・緩童話の話題を提供し，高い言李総が得られるように努力していきたい.� 

3.今後期待される点

・ご指摘の内容を短期的課題とや蘭長期的課題とに整環し，授業改養に役立てたいと添う� e

-専門用語の説明，小レポートへの俄別i嵐長雪，小レポート作成の為の時間確保毒事， らさっそ

く改縛していきたい.く短期的課題>

・授業内容に「教育学分野jや「像機分分野Jを導入することについては，さ当該領減lこ関する情報収

集を行いできるだけ早く導入するよう努力したい.授業回数には限りがあるので，これら会導入する� 

f也の何を部iるのかも難しい問題か?く中・長期約課題>� 

4.助言�  

3，4箆i湾とレポート用紙を{受用することは，とても良い案なので，さっそく ら実施したい

と思う.� 

5.その他

こうした一連の作業(授業許側， 事後評価)を行うタイミングは，次年度のシラパスを

作成する前が適切であると感じた.

自己評価結果，相互評髄結巣，事後評{簡野価を総合的に考察すると，� 

1) A，B (クラス)ともに，学生自身の緯業への車り組みでは，学生が高い評価をしている

が「予習・復習j等については十分に取り組んでいないので，かなりの工夫が必要であるー� 

2)教員の授業の進め方や資料の内容については，� A (クラス}では，進め方への不満は少な

いが資料内容や資料の提京方法には工夫がjる要である.

日{クラス)では，進め方，資料の内容や提示の佐方ともに評備が高い.� 

3)教員の教授法や授業の取り組みについては，� A (クラス)では熱意ある授業の雰囲気が高
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く評価されているが，毎回完結型の内容に若干消化不良気味の学生の実態、がみられる. 

B (クラス)では，教授法や授業の取り組みにも細心の注意がはらわれていて，そのことが

学生にも伝わっているようである. 

4 )授業の成果，全体的な満足度については， A (クラス) B (クラス)ともにかなり評価が

高い.この結果は，今回 48名の専任が調査を希望して実施したことを考慮すれば当然の結果

であるともいえる.今回の調査実施者は，日頃から授業に関心があり当然のことながら授業に

は熱心に取り組んでいると考えられるからである.

しかしながら数値データ(度数分布)にはあらわれにくい意見を自由記述欄でみてみると，

少数とはいえ参考にすべき貴重な意見もでているので，次年度にむけてさらなる授業の改善が

求められる.

以上が，自己評価結果，相互評価結果，事後評価結果の総合的な考察である.

土 A
F

と め

今回の「学生による授業評価アンケート J結果に対する両クラスの自己評価は，ともに詳細

に行われているといえる.そのことは，自己評価に対する相互評価結果からも明らかである. 

2003年度大学基準協会は，国立大学に対して第三者評価といえる報告を行った.その評価

委員の一人である館氏(学位授与機構)は， r詳細な自己評価結果に基づいて第三者評価がで

きるものだ.Jと報告されていた. (2003年度大学教育学会課題研究集会於中京女子大学)

こうした指摘からもわかるように，まず授業担当者の詳細な自己評価が重要であるといえ

る.

そしてその評価を第三者と相互評価することによって，自己評価結果がより精選されてい

き，その後の授業改善に役立つ資料となる.このようなフローが考えられる.

今回試行的に実施した相互評価結果でも上記の傾向がみられることから，自己評価結果分析

で終わらずに，できれば相E評価まで実施することが望まれる.

本研究の対象クラスでは，すでに次年度にむけた授業改善の取り組みが始められている.

「学生による授業評価アンケート」を実施する目的のひとつが，授業改善に役立てることに

あるので，今回の調査結果の自己評価および相E評価は，かなりの成果があがることにつなが

ったといえる.
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今後の課題

今回の調査およびその評価結3誌の検誌は，初歩的な裁り組みであるといえるーぞれは，

においても f学生評価委員会jの第一回目の調査であったし，欄査対象も希望者48

名のクラスに限定されている.その意味では今舗の調査はプリテストということもできる，

査項Eの設問の配列や内容をさらに検討することも必要である.

しかし今鎚調査をしたクラスではこの結果を有効活用し，すぐにでも改養できる，ほについて

は，次年度の授業内容に反映七ずることができる.

今後は， 2∞4年議案施予定のアンケ…ト 兼笹教員が対象)がさらに検討された

内容で行われ，ぞの結果より多くのクラスの授業改善がはかられることが望まれる.

参考文献
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本体育学会(熊本大学)大会号，気lO3
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学，コンソ…シアム京都 

3)邸中鋒災偽 f教育評価による教員と学生のスクラム j笈翼02年度「第 8回FDフォ…ラム…学びのスク

ラムー資料集j立命館大学，コンソーシアム京都 
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再考の援点から」保健体管研究所紀婆第 19号， 35イ S法制)
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(資李ト 1) 

文学部学生による授業評錨アンケ…卜 整理聖番号

このアンケート� i土、授業銭湯教員の了解を得て、文学部として試行的に実施するものです。

集計結果l土、授業改善のための資料として活用されるとともに、今後みな谷んの主体的な授毅参

加を促すことをねらいとしています。

無記名の議ヨまであり、この授業の成主義務織に影響するものでは会くありません。

ご協力の程よろしくお願いします。� 

2003年7月 文学部主義� 

1 あなた自身について	 i 級 事事欄� 

O.あなたの学事審議長?の上� 5桁(学科・専攻まで)を教えてください

1.あなたはこの授業にどのくらい出席していましたか	 1. 

G全て出席した� @1~2 鴎欠席した窃 3~4 磁欠席した④ 5@以上欠席した 

2.あなたはこの授業の予習・復滋銭必要な準備をしましたか� I2. 

∞充分した さむまあまあした 立ちあまりしなかった ④会くしなかった� 

3 あなたはこの授業の内容をよく酬できま問、� I3 己
告たいへんよく理解できた 争まあまあ理解できた ③あまり現解できなかった

告金く潔解できなかった� 

4.あなた自身でこの授業の取り組みについて自己採点すると� I4. 

∞たいへんよい窃まあまあよい事あまりよくない治会くよくない� 

E 授業内容について� 

5.この授業は講義要項;こぞって遂行していましたか� I 5. 

包ほとんどそっていた ②だいたいそっていた 命あまりそっていなかった

④全くぞっていなかった� 

6. この授業は理解が深まるよう工夫されていましたか	 I6. 

たいへんよく工夫されていた ②まあまあ工夫されていた


ミむあまり工夫されていなかった ④全くされていなかった
 

7.この授業の言語絵・終了待問は守られていましたか	 7. 

①毎回時間i擦り守られていた 岱だいたい時間通り守られていた

①あまり時間通りヘデられなかった く時間通り守られなかった� 

8. この授業のテキスト・配付資料は役に立ちましたか

。たいへん役に立った 部まあまあ役に立った窃あまり役に立たなかった

@全く役に立たなかった 

亡コ8. 
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m刷 lこ〆コし、て� 

9.教闘の授業への取り組みは熱心でしたか� I 9. 

いへん熱心� φまあまあ熱心@あまり熱心でない 告全く熱心でない

批酬の話し方は開きやすかったですか� 110 
。たいへん聞きやすかった 争まあまあ聞きやすかった

あまり郊きやすくなかった 命全く聞きにくかった� 

11.核兵長からの質問や疑問への対応、は適切でしたか 11. 

あまあ適切号あまり適切でなかった� く不j途切� 

12. t袋襲撃，� OHP，パソコン預言語などはわかりやすかったですか 12. 

告たいへんわかりやすかった 争まあまあわかりやすかった

立ちあまりわかりやすくなかった 告全くわからなかった� 

繍	
拳13	 ょこの授業iこ興味を持ちましたか 13

⑦たいへん興味をもった	 窃まあまあ興味をもった


まり興味そもたなかった 巷全く興味をもたなかった
 

14. こ� しい知識・技能の修得，新しい体験ができましたか 14. 

あまあできた @あまりできなかった ④会くできなかった� 

15. この授業はあなたの将来の進路を考えるのに役立ちましたか	 15. 

(j)たいへん役に立った ②まあまあ役に立った

③あまり役に立たなかった ④会く役に立たなかった� 

16. 1ik体としての満足度は 16. 

母たいへん満足場まあまあ満足@あまり満足できない� く満足1:きない

………………切一一一り一一一取一一一一一り一一一ー一一一…………………………{…………一一“

※この授業に対する慾懇・要望，意見等がありましたら，以下に記入してくだ~い.
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(資半よト 2)<学生の小レポート〉

テーマ「障害者とスポーツ」

キーワード

・ノーマライゼーション


.クラス分け


・スポーツ行政

・レジャー/鶴按/リハビリ

チェアスキー選手の山口さんや高村さんを見て，全く障害者であることを感じなかった.自分達と同じ

何も不自由のない人に見えた.ただ，スポーツをする選手，という風にしか見えなかった.今のチェアス

キーの形になるまでにはいろんな悪戦苦闘があったのだと思った.一番はじめのスキー台はサーフボード

のようなものにいすを乗せただけというスキー台でび、っくりした.乗ってみないと安全性，機能性がわか

らないし，障害者の立場で障害のない人がつくるわけだから大変だ、ったと思う.誰かが乗って犠牲になら

ないとどこが悪いのかわからないかも知れなかったし.選手が事故を起こすことなく普通のスキーと同じ

感覚で滑れるのはいろんな影で活躍をしている人々のおかげだ，と思った.それからチェアスキーは体力

や選手の能力に加えて，スキー台の機能の優劣にもかかっていると思った.それには様々な人々の知恵と

技術がほどこされているから.スキー台の善し悪しで勝敗が決まるといってもいいくらい，普通のスキー

は選手の体調が第一の心配になるが，チェアスキーの場合はそれがスキー台になるような気がする.だか

らチェアスキーはスポーツであるけれど体力よりもむしろ頭を使うスポーツだと思った.

パラリンピックも，オリンピックも，そこに参加する選手やスタッフの気持ちは同じなんだと思った.

先生が言ってたとおり，あまり TVとかで取り上げないから，パラリンピックに関してわからないことば

かりだったが，オリンピックと同じように考えていいのだと思った.

それなのに全日本のユニフォームを着られなかったり，メディアが取り上げなかったりで，差別感がす

ごくあるように思われる. r障害者の認知，教育，理解の場jにしたいのに，こんな差別があるのでは認

知も理解もないと思う.

話の焦点がずれると思うが，スポーツができない重度の障害者もいるということを忘れてはいけないと

思う.

スポーツは心身の健康を維持する上で非常に重要な役割を担っているということを再認識した.障害を

持ってしまったことはとてもつらいことだと思う.けれど，それにめげることなく，スポーツに熱心に取

り組む姿勢からは学ぶべきところが数多くあった.パラリンピックが人々にもっと広〈認知されてゆけば，

身障者に対する偏見が改善されてゆくのではないかと思う.身体的な障害だけでなく，金銭的や設備に関

する問題など数々が山積みにされていると思う.それらの諸問題を解決してゆくためには，健常者達の力

が不可欠だと恩う.

パラリンピックというのは今まで何度も耳にしていたし，身体障害者のスポーツ大会でしかないと思っ

ていた僕の思いを今日のビデオが変えてくれました.

パラリンピックの開会式，競技を見たとき，普通のオリンピックと全然変わらないじゃないかつて思い

ました.ケガを負っても夢をすてずに頑張っている人の姿がとても輝いていました.僕たちは何の不自由

もない一般人です.僕たちが夢をすて，あきらめることは彼ら身体障害者にとても申し訳ないと思います.
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山号さんたらのように，明るく前向きな人間になりたいと，~まいました.オリンピックでは，原因選手とか

がElっていますが，山口さんたらのように，パラリンl::'Jクで頑張っている人もいることを知りました.

これからは，オリンピックだけでなく、パラリンピックにもj主目してみたいと思います.今日のビデオは

とても感動したし，興味深いものでした.

パラリンピックに出場する人達は本3設にすごいと患います.僕はテレどで少ししか凡なかったけど，そ

れぞれみんな悶が輝いていました.身体が不自由になっても，そこからここまではい上がうてくるなんて，

今の自分を恥γかしく思うくらい感心してしまいます，パラリンピックは何回えでも飽きないです.この

人波告と凡でいるとなぜか気合いが入ってfよしっJという気持ちになってきます.

側帝王種目のポ…ルがあんなに堅いものだとは思いませんでした.ビデオであのアザをえて驚きました，

縫害者というのは義本的にはスポーツと程途いものであるという惑覚があるが，そんなやで，パラリン

ピヅクというものは，障害者を勇気づける重要な婆素であると思う.また，簿ミ害者の「普通の人よりもi!!:

界がせまくなっているjという感を吹飛ばすようなものとなり，スポーツに打ち込むことによって，ぞれ

が人伎の射援となることはとてもすばらしいと思う.スポーツは人々の入金のEl擦になりやすいものぞあ

るの-r:， 今後とも襲撃努ままのスポーツ支援に力会入れてほしいと怒ったー
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{資料-3)

く/ミ(クラス)2003年度� f健燦・スポーツの科学J(滋議長内容)> 

l回目� 4 Fl14 8 7fイダンス(大今における体育の役割，新総大学の歴史会事.� 2名の教災のどちらか

を選択して履修登録を行う)� 

2綴El� 4月21日 体育とスポーツを考える

(明治以降の近代留君主建設と共に入ってきたスポーツと教育として行われてきた体育

の定義等について考える)� 

3回El� 4月28日 ルールについて考える� 

(1956年に回転機投げが禁止になった事例やサァカーからラグピラグビーから

アメリカンフットボールへの変遷について，文化伝播の視点から考える)� 

※ 「パラリンピックJ 際去をスポーツJについての議題レポート配付� 

4lli1お 5月12日 オリンピックについて考える(1)

懸史と課題(スポーツビジネス)� 

5回目� 5月29日 オリンピックについて考える(2 ) 

(ブロ・アマ問緩.アマチュ とスポーツ憲章について)

る節目� 5月初日 パラワンピック(1998長野}について考える

〈身障者スポーツとパラワンピックの歴史.ボランテイアの関わり等)� 

7閥隠� 6月� 2日 パラリンピック{夏期)とスペシャルオリンピック(知的燈幾重をのオリンピック)

について考える

(綴校スポーツく j家生労幾重i> と競技ス~…ツ<文部科学省>の管轄の違いなど，ス

ポ…ツ行政について考える)� 

8回El� 6 FI告臼 相撲部患の社会システムについて考える

(江戸中期に始まった緩も古いブロスポーツ相撲が，実力主義の近代的な釜高文システ

ムをもっていること.務撲界のマネジメントを考える)� 

9凶悶� 6月16日 スポーツ組織について考える

(大リーグと日本のプロ野球組織の違い，巨人主義と甲子屈至上主義にメスをいれる 

10回目� 6 Fl23日 スポ…ツ空間論を考える

(練習や試合を行う[コートの中jの外銭に� fコ…トの外」という空間(資家家，ヲ

ラブハウス，シャワールーム等〉があり，この空間が.rコートの中Jの成;築会あげ

る要尽になっている)� 

11凶臼� 6F1308 祭りとスポーツ

(明治時代以降にお本に移入されたスポーツの組織には，日本の伝統的な祭りの組織

に通じる形態が存殺していたのではないかという仮説を立てて検証)� 

※ まとめレポート(本授業の点検・喜子悠}
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4 ) 

く日{クラスi2003年度シラパス〉


長手� 

f体育と健康の科学{講義)J(2001王手ItJよi議入学〉� 

f健康・スポーツ料、学{講義)J (2002年度以降入学〉

テーマ:

スポーツの諸問題に関するリテラシー育成

授業概要ー内容:

体育・スポーツをめぐるさまぢまな問題について理解することにより，スポーツ(スポーツという

文化)のもつ普遍的な側依を見似し，それらを志向する動機づけの…劾とすることをB的とする咽

綬業スケジュール� 

1 ガイダンス� 

2 競技スポーッと妻子外スポ…ツ� 

3 スポーツと人種陪題� 

4 スポーッとナショナリズム� 

5 グループデイスカッシ� 3 

6 身障者とスポーツ� 

7 スポーツルールとスポ…ツモラル� 

8 環境問題とスポーツ� 

9 グループデイスカッシ日� 

10 狭像文化とスポ…ツ$� 

11 型軽像文化とスポーツ恐� 

12 浅代オリンピックと近代オリンピック� 

13 英語末評価

授業形態:

講義形式ーピデオ教材を視聴した後，解説，問題点等の整理を行う.

成績評価の方法・課題:

<課題>授業時間内に毎週，小レポート(ふりかえり)を提臥してもらう.

<成績評価の方法>小レポ…ト ω%，期末評価40%

テキスト・参考書:

く参考書>山際淳司{みんなwが火好きだったJ(<P公文庫)


ニコラス・オコネJvrピヨンド・� 1)スクJ (wと渓谷校〉


ジャッキー・ロビンソン� I黒人初の大リーフゲ-J (ペースボ…Jvマガジン社〉


沢木耕太郎� r:tリンピアーナチスの森で-J(集英杖}


中村敏雄� fスボ…ツルールの社会学J(朝日


中村敏雄� fスボ…ツの風土J(大修館)


森川貞夫編『スボ…ツ社会学特講J(大修館)


その他:

<履修者への要繋>グル…ブデイスカッションの時開会設定するので，積極的に他の学生と主主主乱交

換する機会にして欲しい，


